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表1　動線空間の配列のパタン

片
側

全
面
建
物

空
地
あ
り

空
地
な
し全

面
壁

全
面
空
地

一
部
空
地

え (12)

う（8）い（12）

お（13）

あ（9）

（1）

片側

全面建物
空地あり 空地なし

全面壁全面空地 一部空地

オ2空

オ 5壁

オ 6建

ウ 3空

ウ 4空

オ 13-b 空

オ 22 空

オ 23 建

ウ 5建

オ 10-a 建

オ 10-b 壁

オ 12 壁

オ 15-a 建

オ 15-b 建

オ 18-b 建

オ 20 建

オ 21 壁

オ 28-a 空

ウ 7空

ウ 12 空

ウ 14 空

オ 4-a 建

オ 4-b 建

オ 16 壁

オ 26-a 壁

オ 26-b 壁

オ 27 壁

オ 28-b 壁

オ 28-c 壁

オ 29 空

オ 30 空

オ 31 空

ウ 6壁

ウ 8壁

オ 3建

オ 8壁

オ 11 建

オ 18-a 壁

オ 24 建

ウ 10 空

ウ 11 空 オ 7壁

オ 9空

オ 13-a 空

オ 14 建

オ 17 建

オ 19 空

ウ 1空

ウ 2空

ウ 1空

オ 25 空

オ 1建

ウ 9壁

ウ 13 壁

オ 4-a 植看ケ
オ 6室
オ 16 植看ケ
オ 17 植
オ 30 植看
ウ 2植室
ウ 5 自植室

オ 25 自看ケ
オ 26-a 無
オ 26-b 無
オ 28-a 看ケ
オ 28-b 看
オ 28-c 室
ウ 6室
ウ 8室

オ 4-b 看ケ
オ 10-b 看ケ
オ 12 看
オ 13-a 自看ケ室
オ 13-b 自看ケ室
オ 19 自ケ
オ 20 看
オ 21 自看

オ 11 販
オ 15-a 看
オ 15-b 看
オ 18-a 看
ウ 18-b 看
ケ
オ 24 植看

オ 27 看
オ 28-a 看
オ 29 無ケ
ウ 10 看室
販

(10)(2)

表 3　動線空間の性格のパタン
幅

屋根 広い

(27)

(26)

な
し

あ
り

オ 1自看
オ 31 自植看
室
ウ 1無
ウ 3植
ウ 11 看ケ室

ウ 12 看室
ウ 13 室
ウ 14 自植看
ケ
ウ 9看室

変化あり 変化なし
狭い

Ⅴ(9)

Ⅱ（15）Ⅱ（15）Ⅱ（15）

Ⅲ（7）

Ⅰ（10）

オ9植

（1）

(17)
オ 10-a 看ケ

ウ 4植

（1）

（1）

広い 狭い (24)
(34)(19)

Ⅳ（9）

オ2植
オ 3 自植ケ
オ 5植ケ
オ 7無
オ 8 植看ケ室
オ 14 自植室
オ 22 植

オ 23 植
ウ 7看室

表 4　設いによる活動要素
自動販売機
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室
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看
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壁
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表 2 奥の空間配列
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奥 なし奥 あり 奥 なし奥 あり奥 なし奥 あり

表 7　アプローチのパタン

エ (5)

ウ（8）

オ (12） キ (8）カ (4)

(2)

(3)

(1)

(0)

(0)

なし

あり
表 6　奥のアプローチ
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(37)

図 1　泉町内の動線空間
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図 1　泉町における動線空間ネットワーク　S=1:2500
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表 5　動線空間の配列と性格の構成類型

空間的性格

配列的性格

両側空地

あ

い

う

え

お

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

両側建物

片側壁

片側建物

片側空地

片側建物

片側空地

片側壁

外部たまり場型

片
側
空
地

空
地
な
し

両
側
空
地

屋根あり 屋根なし

変化あり、広い 変化なし、狭い 変化なし、広い

オ6建、室

ウ 5建、自植室

A （4）

建物前庭拡張型C （4） 建物前庭型D （5）

路地型H （3）複数外部たまり場型G
（3）

内部通路型F （12）複数内部たまり場型E （5）

凹凸ロッジア型B （5）

オ2空、植

オ 5壁、植ケ

オ 22 空、植

オ 23 建、植

オ 10-b 壁、看ケ

オ 12 壁、看

オ 20 建、看

オ 21 壁、自看

オ 28-a 空、看ケ

オ 15-a 建、看

オ 15-b 建、看

オ 18-b 建、看ケ

オ 3建、自植ケ

オ 8壁、植看ケ室
オ 11 建、販

オ 18-a 壁、看

オ 24 建、植看

ウ 10 空、看室販

オ 17 建、植

ウ 2空、植室

オ 1建、自看

ウ 9壁、看室

ウ 11 空、看ケ室

ウ 13 壁、室

オ 4-a 建、植看ケ

オ 16 壁、植看ケ

オ 30 空、植看

オ 13-a 空、自看ケ室

オ 13-b 空、自看ケ室

オ 27 壁、看

オ 29 空、無

ウ 1 空、無

ウ 14 空、自植看ケゴ

オ 13-b 空、自看ケ室
凡例

設え奥の空間動線空間 No.

変化あり、広い 変化なし、狭い

オ 4-b 建、看ケ

オ 26-a 壁

オ 26-b 壁、看

オ 28-b 壁、看

オ 28-c 壁、室

ウ 6壁、室

ウ 8壁、室

ウ 3空、植

ウ 7空、看室

オ 31 空、自看ケ室

オ 19 空、自ケゴ オ 7壁、無

オ 14 建、自植室
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階段やブリッジによって高低差のある
敷地と建物同士をつなぎ、連関させる
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- 泉町における動線空間の再構築 -

No.3 宇都宮大学　遠藤研究室
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共有空間の「動線空間」

泉町の空間構造

動線的特徴から敷地を選定

動線空間の再編 分析背景

背景

対象 7敷地 1 8敷地 2

提案

4 新たな経済循環の仕組み運営

泉町においても、通りに並んだ住宅や店舗を結ぶ動線空間は数多くみられるが、

そこは店舗への利用や居住者のアプローチのみに利用が限定され、共用空間と

しての活動は生まれていない。そのため、同じ街区であるが、それぞれが独立

したコミュニティとなっている。

イズミ・コモン・ヴィレッジ

9敷地 3 ステラ・ポケット・パーク

10街並み

マチテラ・プロムナード

動線空間の断絶、高低差、複数の空地に

よって表と裏の通りが分断している。

大通りと表通りの分断が起きている。

また、正行寺があり歴史や文化の混

在がみられる場所である。

動線空間が密集しているが、単一のア

プローチのみの利用である。また、奥

の未接道の宅地は利用が見られない。

動線空間が周囲の建物や街路のなかでどのように位置づいているのかをみるた

めに、動線空間に隣接する空間を空地や建物、壁に分類し、配列的な特徴をみた。

屋根や幅を検討することで形態的特徴を明らかにし、併せて動線空間内にみ

られた設いも分類し使われ方を抽出する。

隣接する空間

空間的な特徴

暮らしの拡張となる新たなコモン空間 通り同士の連続的なネットワークをつくるプロムナード

動線空間がもつ空間的特徴と動線的特徴から

敷地選定と設計の手がかりを見つける

動線空間の配列パタンと空間パタンを組み合わせ、周辺環境に対して動線空間がどのよ

うに位置づいているかを整理した。例えば、「A．外部たまり場型」は外部空間において、

両側に空地が配置されかつ動線空間は広く変化がないもので、動線空間と空地が一体的

な外部のたまり場となるものである。また、植物が配置されている傾向から外部空間を

庭のように使っていることがわかる。

動線的性格を見出すことで、

泉町の動線空間がもたらす

ネットワークの実態を明らか

にする。動線空間の奥と両側

のアプローチを分析し、重ね

あわせることで、ア～キの 7

つの動線パタンを抽出した。

高低差による分断を ブリッジでつなぐ

建物と空地の分断を ピロティでつなぐ

大

通

り

か

ら

表

通

り

表

通

り

か

ら

裏

通

り

動線空間の空間のタイプ（類型）を抽出

アプローチから動線的特徴を抽出

A C T I V E P A S S A G E  P R O J E C T
パ ッ サ ー ジ ュア ク テ ィ ブ プ ロ ジ ェ ク ト

裏通りから見る。新たな人の流れが生まれる。 大通りから表通りを見る。未利用店舗を地域に開く。

分析によって導き出した動線空間のネットワークから敷地の特徴やポテンシャルを活かすことができる３つの敷地を選定。

図 2　泉町における動線空間ネットワーク S=1:2500
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アイソメトリック

表通り 裏通り

コンセプト

３軸の動線の交わり

動線空間に隣接する空間と空間的な特徴

提案１階平面図 S=1:200

既存１階平面図 S=1:300

提案 2階平面図 S=1:200

閉じた動線空間

２階も含めて立体的に通り

に対して開く

塀の除去によって生まれた、一体的で

開かれた動線空間が人を招きいれる

通りに対して視線

が交錯する

周辺の空間との接続によって、

地域の新たな滞在場所となる

都市の囲まれた空間が店舗との新たな関係を創出

　動線空間の再編により、大通り、表通り、釡川に面する裏

通りをつなぎ、連続的な大きなネットワークを形成し、人の

流れを誘引し、各通り間に滞留を生む。通りをつなぐ一体的

な空間となると共に、かつて地域との結びつきが強かった寺

のオープンスペースと街をつなぐプロムナードとなる。

複数の縦の動線空間を、ポケットパークを中心に横につなぐことで、複数の動線を束ねる。

また上階の減築等によって立体的な回遊性も創出する。このように３軸の動線が交わる

ことで、活動の広がりや店舗同士に新たな関係性を作り出す。

この敷地の西側のエリアの動線空間

は「E. 内部通路型」、「F. 複数内部

たまり場型」が多くあり、建物に囲

まれた内部の通路的空間が広がって

いる。そのため、外部と関係を持た

ず、閉じた空間となっている。

袋路的な行き止まり空間となっている泉町の動線空間を再編成することで、

新たなネットワークをつなげるととも、この動線空間のまとまりが泉町を

特徴づける新たな空間として機能する。

未活用で所有が明確化

された動線空間を新た

に共用空間として提供

することで、既存の地

域経済の循環を促すと

ともに、新たな地域経

済が生まれる。中心市

街地の価値や魅力の向

上へとつなげることが

できる。

路地、参道など建物の隙間から生まれた、「誰のもの

でもない曖昧な道空間（＝動線空間）」は日本独自の

オープンスペースであった。しかし、現在このような

空間は土地所有の明確化などによって、共用空間とし

ての使われ方はみられなくなった。

N

俯瞰して見る。多様な人の活動を受け止める都市の居場所ができる。

　周囲の建物はマンションや住宅が多いが、日

中活動できる場が少なく、昼夜の暮らしが分断

されている。そのため、ここでは暮らし（生活

や仕事）の拡張となる場を提案する。表通りと

裏通りを繋ぐ一体的なオープンスペースとな

り、人々が新たな動線空間を行き交う。

スナックや居酒屋など夜の飲食店が密集し、複数の動線空間を持つエリアである。夜は店舗からの賑わいを感じるが、昼は大半が営

業をしていなく、閑散としている。また、動線空間を奥へ進むと、未接道の空地が現れる。そこで、その空地をポケットパークとし、

昼夜の活動を受け止め、隣接する店舗空間の拡張となる場を提案する。
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表(泉町)通り
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動線空間 ： ウラ,7

動線空間 ： ウラ,8
動線空間 ： ウラ,9 動線空間 ： ウラ,10

動線空間 ： オモテ,26-a
配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅱ
構成累計 ： F (内部通路型)
動線ネットワーク : オ

配列パタン ： え
性格パタン ： Ⅳ
構成累計 ： なし
動線ネットワーク : ウ

配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅱ
構成累計 ： F(内部通路型)
動線ネットワーク : キ

配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅱ
構成累計 ： D(建物前庭型)
動線ネットワーク : オ

配列パタン ： い
性格パタン ： Ⅰ
構成累計 ： B(凹凸ロッジア型)
動線ネットワーク : イ

配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅱ
構成累計 ： F (内部通路型)
動線ネットワーク : ア

配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅲ
構成累計 ： G (複数外部たまり場型)
動線ネットワーク : イ

動線空間 ： オモテ,28-b 動線空間 ： オモテ,30

既存の石蔵を
活かした飲食
店として地域に
開く

塀を除去する
ことによって
左右と奥の動
線を構築する

カフェのカウンターを
パークに面するように
設ける

空きテナントをカフェ
に改修し、地域に開い
た場として活用

外階段によって動線を
統合することによって空
間を有効的に活用する

開放的な開
口を設け、内
部の活動を
可視化する

壁を除去す
ることで通
風と採光を
向上させる

壁と塀を除去するこ
とで動線空間同士を
接続する

改修によって
奥に開放的
な居場所を
つくり出す

酒屋のバルコニー
を地域住民が可
変的に使用する

建物を減築することによ
り屋外デッキを設ける

吹き抜けに
することで
光を取り込
み開放的な
空間となる

バルコニー

多目的スペース

飲食店

飲食店

飲食店

和室

飲食店飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

飲食店飲食店

動線空間 ： オモテ,26-b
配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅱ
構成累計 ： F (内部通路型)
動線ネットワーク : オ

配列パタン ： お
性格パタン ： Ⅱ
構成累計 ： F (内部通路型)
動線ネットワーク : オ

動線空間 ： オモテ,28-c

テラスによって建物や動線空間を接続する

奥にたまりを設けることで光を取り込み、動線を
誘引する

表通りへ

裏通りから

ポケットパーク

公園と隣接したカフェを設ける。屋上や公園の
使われ方の変化で昼と夜で雰囲気が変化する

減築しピロティとすることで光を取り込み
回遊性を向上させる

店舗へのアプローチのみの
１軸の動線空間

上下左右の３軸に動線をつなげる

現状 提案

未接道宅地

店舗

ポケットパーク

上階の高利用化

動線同士を
まとめる横動線

vacant 
space

vacant 
space

Brid
ge

vacant 
space

vacant 
space

vacant 
space

Parking

Parking

Tem
ple

Keid
ai 

Sandou

Park

Park

Cafe & Jazz

Tem
ple

Ope
n
spa
ce Challenge shop

分断された２階の動線空間を

テラスで立体的につなぐ

壁や塀に接し、
閉じた動線空間を

壁や塀を除去することで
顕在化する

表通りから

裏通りへ




